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野宿者を支援する会に「イエローエンジェル」宗次 ( むねつ

ぐ ) さんよりご寄付をいただき、お話しをうかがいました。

( 宗次德二氏さんは、CoCo 壱番屋創業者 )

『世の社長さんたちがこぞって寄付をする！そんな日本に

なって欲しい。だから売名行為だと言われようと僕は先頭に

立って新聞やテレビにもどんどん取り上げてもらい続けてい

る。特に行政からの支援がない人たちの助けになりたい。　

● 2020 年 12 月、ご支援頂きました

　U 君は、もともと K さんが住んでいた小屋のとなりに住み始めました。

今年のコロナウイルスにより失業し、実家を出て天白川にたどり着きまし

た。11 月の巡回で U くんに小屋の外から声かけした時は、出てきてくれ

ませんでした。( 後に聞いたところ、とても怖かったのだそう )

その時はチラシだけ置いて帰りました。U 君はチラシを見て月末の「野宿

者の健康を支える会」（お弁当付）に、自転車で 40 分かけて来てくれま

した。私たちメンバーは U 君が来てくれたことに大変喜び、その時には

他の方よりもたくさんの食品を渡しました。

　再就職のきっかけは、近所にお住まいの A さんが川沿いを散歩中に、

K さんと会話するようになっていたそう。天白川沿いの K さんを訪ねた

Aさんは、住んでいたのがUくんに変身してたからビックリしたそうです。
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●編集後記
いよいよ越冬突入です。心を引き締めてできる活動をさせて戴きたいと思います。

　おっちゃんだより

A さんは U くんと雑談するようになり、ある日再就職を斡旋したと

いう事なのです。このままじゃいけないと思ってた U くんは無事就

職することが出来ました。

そして今日は「野宿者を支援する会」天白川巡回の第 2 木曜日。支

援の人に挨拶とお礼がしたいと、社長に休暇をもらい、A さん家族

も彼と共に待っていてくださいました。

『U くん、もう会うことはないけど。よかったね』と握手を求めたら、

『良かったです。でも僕、また今月末に野の花行きます。皆さんのお

手伝いがしたいです。』ということでした。とても嬉しく泣きそうに

なりました。U 君にとって、東岡牧さんを中心とするメンバーの活

動が、お役に立っている事を実感した瞬間でした。

●第 2 木曜日は、名古屋市天白川巡回　2 か月前より天白川域に住み始めた U 君 (25 歳 ) の再就職が決まった話です。

野宿者の方達が少しでも寒さをしのげるなら ( ジャンバー・

ズボン 50 人分、カイロ 3000 個をご寄付下さいました )、

いつでも僕はまた買い出しに行く。買い出しとか自分で動く

のは大好きなんでね』と最後は照れながらおっしゃいました。

宗次ホールに、野宿者を支援する会のチャリティボックスを

置いていただけることも決まりました。「当たり前のことを

したまで」と言われた事が深く印象に残りました。

宗次さん　　　　　東岡牧　　　　秘書さん

河川敷に野宿している方で「なかなか床屋に行けないのでカットしてもらえると有難い」
言われていつも炊き出して床屋ボランティアをしている方を3か月に1度お連れします。
年末に本人も満足。床屋のボランティアさんも喜んでもらい、嬉しそうでした。

●青空の下で床屋さん
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